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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グループ通信方法において、
　グループサーバによって、グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセー
ジを受信するステップであって、前記通知メッセージは、前記グループメンバーデバイス
のリソースが加入者デバイスによって設定された加入条件を満たした後、前記グループサ
ーバに送信され、かつ、通知メッセージの数は少なくとも2である、ステップと、
　前記グループサーバによって、前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの
アドレスに基づいて、同一の加入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約通知メッセー
ジに集約するステップと、
　前記グループサーバによって、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記集
約通知メッセージを前記加入者デバイスに送信するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加
入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約通知メッセージに集約する前記ステップは、
　前記通知メッセージの受信者アドレスと前記通知メッセージに搬送された前記加入者デ
バイスの前記アドレスとに基づいて、前記加入者デバイス宛の前記通知メッセージを前記
集約通知メッセージに集約するステップ
を含む請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記通知メッセージの受信者アドレスと前記通知メッセージに搬送された前記加入者デ
バイスの前記アドレスとに基づいて、前記加入者デバイス宛の前記通知メッセージを前記
集約通知メッセージに集約する前記ステップは、
　前記通知メッセージの前記受信者アドレスに基づいて、前記通知メッセージが前記加入
者デバイスに転送される必要があることを決定するステップであって、前記通知メッセー
ジの前記受信者アドレスは通知メッセージを集約するための前記グループサーバのサブリ
ソースのアドレスである、ステップと
　前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記
加入者デバイスの同一アドレスを搬送する前記通知メッセージを前記集約通知メッセージ
に集約するステップと
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、前記加入
者デバイス宛の前記通知メッセージを集約通知メッセージに集約する前記ステップは、
　前記通知メッセージに搬送される転送識別子と前記加入者デバイスの前記アドレスとに
基づいて、前記加入者デバイス宛の前記通知メッセージを前記集約通知メッセージに集約
するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記通知メッセージに搬送される転送識別子と前記加入者デバイスの前記アドレスとに
基づいて、前記加入者デバイス宛の前記通知メッセージを前記集約通知メッセージに集約
する前記ステップは、
　前記通知メッセージに搬送された前記転送識別子に基づいて、前記通知メッセージが前
記加入者デバイスに転送される必要があることを決定するステップと、
　前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記
加入者デバイスの前記アドレスを搬送する前記通知メッセージを前記集約通知メッセージ
に集約するステップと
を含む請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信するステップ
の前に、
　前記グループサーバのグループメンバーデバイスに加入するために、前記加入者デバイ
スによって送信された要求メッセージを受信するステップであって、前記要求メッセージ
は前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する、ステップと、
　前記要求メッセージに基づいて、前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件
と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納するためのサブリソースを生成するステッ
プと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信する前記ステ
ップは、
　前記グループメンバーデバイスによって送信された前記通知メッセージと、集約されか
つ前記グループサーバのサブグループサーバによって送信された通知メッセージとを受信
するステップ
を含む、請求項1～6のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　グループサーバであって、
　グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信するように構成さ
れた第1受信モジュールであって、前記グループメンバーデバイスのリソースが加入者デ
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バイスによって設定された加入条件を満たした後に、前記通知メッセージが前記グループ
サーバに送信され、かつ、通知メッセージの数は少なくとも2である、第1受信モジュール
と、
　前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加
入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約通知メッセージに集約するように構成された
集約モジュールと、
　前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記集約通知メッセージを前記加入者
デバイスに送信するように構成された第1送信モジュールと
を備えるグループサーバ。
【請求項９】
　前記集約モジュールは、前記通知メッセージの受信者アドレスと前記通知メッセージに
搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスとに基づいて、前記加入者デバイス宛の前
記通知メッセージを前記集約通知メッセージに集約するように構成され、かつ、前記通知
メッセージの前記受信者アドレスは集約通知メッセージのための前記グループサーバのサ
ブリソースのアドレスである、請求項8に記載のグループサーバ。
【請求項１０】
　前記集約モジュールは、特に、前記通知メッセージに搬送される転送識別子と前記加入
者デバイスの前記アドレスとに基づいて、前記加入者デバイス宛の前記通知メッセージを
前記集約通知メッセージに集約するように構成された、請求項8に記載のグループサーバ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特にグループ通信のための方法およびシステム、グ
ループサーバ並びにグループメンバーデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発展とともに、マシン同士の通信(M2M)が広く利用されている。M2M通信は、
インテリジェントなマシンインタラクションを中心としたネットワークベースのアプリケ
ーションおよびサービスである。無線または有線通信モジュールおよびアプリケーション
ロジックモジュールを組み込むことによって、前記M2M通信は、マニュアルな介入なしで
データ通信を実行し、その結果、モニタリング、スケジューリング、データ収集および測
定等のユーザの情報化要求を満たすことができる。
【０００３】
　図1は、典型的なM2Mシステム構造を示している。前記システム構造は、M2M端末、M2Mゲ
ートウェイ、M2MサービスプラットフォームおよびM2Mアプリケーションを備える。
【０００４】
　例えば、センサーおよびマイクロコントローラのようなM2M端末は、M2Mアプリケーショ
ンによって送信されるサービス命令を受信し、かつ、前記受信されたサービス命令に基づ
いてサービス操作を実行するように構成される。M2M端末とトランスポートネットワーク
との間のプロキシサーバとしてのM2Mゲートウェイは、前記ゲートウェイに接続されたM2M
端末に、プロキシサービスを提供するように構成される。M2Mサービスプラットフォーム
は、共有されたM2M機能を、M2Mアプリケーションに提供するように構成される。例えば電
力メータの読み値またはインテリジェントトランスポーテーションのようなM2Mアプリケ
ーションは、M2Mサービスプラットフォームによって提供されたサービスキャパビリティ
を使用し、M2M端末によって収集されたデータを取得し、または、遠隔制御およびM2M端末
における管理を実行するように構成される。
【０００５】
　M2Mシステムにおいて、M2M端末は、M2Mサービスプラットフォームに直接的にアクセス
し、または、M2Mゲートウェイを介して遠隔的にアクセスする。M2Mサービスプラットフォ
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ームによって提供されるサービスキャパビリティを使用することによって、様々なM2Mア
プリケーションは、M2M端末によって収集されたデータを取得し、または、遠隔制御およ
びM2M端末における管理を実行する
【０００６】
　M2Mシステムにおいて、グループ通信能力は、特に重要である。現在、欧州電気通信標
準化機構(ETSI)によって策定されているM2M技術仕様(TS) 102 690およびTS 102 921は、
リソース指向のグループ通信方法を記載している。この方法では、M2M端末およびM2Mゲー
トウェイで動作する全てのローカルアプリケーションおよびデータオブジェクトを含む例
えばM2Mアプリケーション、M2Mサービスプラットフォーム、M2M端末およびM2Mゲートウェ
イのようなリソースは、全て一種のRepresentational State Transfer(RESTful)グループ
リソースとして考えられる。前記RESTfulグループリソースは、ユニバーサルリソース識
別子(URI)によって一意に識別される。グループベースの操作は、グループリソースのメ
ンバーとして前のリソースを含めることによって複数のリソース上で実行されることがで
きる。つまり、全てのグループメンバーデバイスにおけるグループメンバーリソースの情
報を取得するために、M2Mアプリケーションは、加入者デバイスを介して同時にグループ
リソースを実行することができ、それによって、通信ペイロードを減少させる。
【０００７】
　しかしながら、先行の方法は、グループメンバーデバイスに操作要求を送信する加入者
デバイスに対してのみ適切である。前記グループメンバーデバイスが、通知メッセージを
前記加入者デバイスに送信するとき、過多なメッセージが前記グループメンバーデバイス
と前記加入者デバイスとの間で交換され、その結果、通信トラフィックが重くなる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の態様は、グループ通信方法、システム、グループサーバおよびグループメンバ
ーデバイスを提供し、前記グループメンバーデバイスが通知メッセージを前記加入者デバ
イスに送信するときに、グループメンバーデバイスと加入者デバイスとの間で交換される
過多なメッセージにより発生する重い通信トラフィックの問題を解決する。
【０００９】
　本発明の態様は、
　グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信するステップであ
って、前記通知メッセージは、前記グループメンバーデバイスのリソースが加入者デバイ
スによって設定された加入条件を満たした後、グループサーバに送信され、かつ、通知メ
ッセージの数は少なくとも2である、ステップと、
　前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加入者デバイス宛の前記通知メッセ
ージを集約するステップと、
　前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、集約した後に取得された通知メッセー
ジを前記加入者デバイスに送信するステップと
を含むグループ通信方法を提供する。
【００１０】
　本発明の態様は、さらに、
　グループメンバーデバイスによって、前記グループメンバーデバイスのリソースが設定
された加入条件を満たすか否かを判定するステップと、
　前記グループメンバーデバイスの前記リソースが前記設定された加入条件を満たす場合
、前記グループメンバーデバイスによって、グループサーバに通知メッセージを送信する
ステップであって、その結果、前記グループサーバは前記通知メッセージを集約し、かつ
、集約した後に取得された通知メッセージを加入者デバイスに送信する、ステップと
を含むグループ通信方法を提供する。
【００１１】
　本発明の態様は、さらに、
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　グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信するように構成さ
れた第1受信モジュールであって、前記グループメンバーデバイスのリソースが加入者デ
バイスによって設定された加入条件を満たした後に、前記通知メッセージが前記グループ
サーバに送信され、かつ、通知メッセージの数は少なくとも2である、第1受信モジュール
と、
　前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加入者デバイス宛の前記通知メッセ
ージを集約するように構成された集約モジュールと、
　前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、集約した後に取得された通知メッセー
ジを前記加入者デバイスに送信するように構成された第1送信モジュールと
を備えたグループサーバを提供する。
【００１２】
　本発明の態様は、さらに、
　前記グループメンバーデバイスのリソースが設定された加入条件を満たすか否かを判定
するように構成された判定モジュールと、
　もし前記グループメンバーデバイスの前記リソースが前記設定された加入条件を満たす
場合、通知メッセージをグループサーバに送信するように構成された第2送信モジュール
であって、その結果、前記グループサーバは前記通知メッセージを集約し、かつ、集約し
た後に取得された通知メッセージを加入者デバイスに送信する、第2送信モジュールと
を備えるグループメンバーデバイスを提供する。
【００１３】
　本発明の態様は、さらに、
　通知メッセージをグループサーバに送信するように構成されたグループメンバーデバイ
スであって、前記通知メッセージは、前記グループメンバーデバイスのリソースが加入者
デバイスによって設定された加入条件を満たした後、前記グループサーバに送信され、か
つ、通知メッセージの数は少なくとも2である、グループメンバーデバイスを備えたグル
ープ通信システムを提供し、かつ、
　前記グループサーバは、前記グループメンバーデバイスによって送信された前記通知メ
ッセージを受信し、前記加入者デバイスのアドレスに基づいて同一の加入者デバイス宛の
前記通知メッセージを集約し、かつ、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて集約
した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信するように構成される。
【００１４】
　本発明の態様において、グループサーバは、前記グループメンバーデバイスによって送
信された通知メッセージを受信し、加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加入者
デバイス宛の通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを
前記加入者デバイスに送信する。前記グループメンバーデバイスによって前記加入者デバ
イスに送信される複数のメッセージを集約することによって、前記グループメンバーデバ
イスと前記加入者デバイスとの間で交換されるメッセージは減少し、それによって、前記
グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間の通信トラフィックは減少する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来技術におけるM2Mシステム構造の概略図である。
【図２】本発明に基づくグループ通信方法の実施形態の概略的なフローチャートである。
【図３】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図４】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図５】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図６】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
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【図７】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図８】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図９】本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートであ
る。
【図１０】本発明に基づくグループサーバの実施形態の概略図である。
【図１１】本発明に基づくグループメンバーデバイスの実施形態の概略図である。
【図１２】本発明に基づくグループ通信システムの実施形態の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決策および利点をより理解し易くするために、本発
明の実施形態における添付図面を参照して、本発明の実施形態における技術的解決策を、
以下に明確かつ十分に説明する。明らかに、説明される実施形態は、本発明の実施形態の
すべてというよりはむしろ単なる一部である。創造的努力なしに本発明の実施形態に基づ
いて当業者によって取得される他の全ての実施形態は、本発明の保護範囲に含まれるもの
とする。
【００１７】
　以下に、本発明の方法の実施形態の全体の技術的解決策を説明する。
【００１８】
〔方法の実施形態1〕
　図2は、本発明に基づくグループ通信方法の実施形態の概略的なフローチャートである
。図2に示されるように、前記方法は以下のステップを含む。
【００１９】
　ステップ101: グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージを受信す
る。前記グループメンバーデバイスのリソースが加入者デバイスによって設定された加入
条件を満たした後、前記通知メッセージはグループサーバに送信され、かつ、通知メッセ
ージの数は少なくとも2である。
【００２０】
　本発明のこの実施形態において、前記グループサーバは、複数のリソースにグループベ
ースの操作を実行することが可能なサーバーである。例えば、M2Mシステムにおいて、M2M
端末およびM2Mゲートウェイで動作する全てのローカルアプリケーションおよびデータオ
ブジェクトを含む例えばM2Mアプリケーション、M2Mサービスプラットフォーム、M2M端末
およびM2Mゲートウェイのようなリソースは、全て一種のRESTful グループリソースとし
て考えられる。前記グループサーバは、前記リソースにグループベースの操作を実行する
ことができる。前記グループメンバーデバイスは、グループリソースが存在するデバイス
であり、例えば湿度センサーまたは温度センサーである。
【００２１】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記グループサーバは、M2Mサービス
プラットフォーム、M2M端末またはM2Mゲートウェイに置かれ、かつ、実行されてもよいと
いうことである。
【００２２】
　ステップ102: 前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加入者デバイス宛の
前記通知メッセージを集約する。
【００２３】
　ステップ103: 前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、集約した後に取得され
る通知メッセージを前記加入者デバイスに送信する。
【００２４】
　本発明のこの実施形態において、前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記ア
ドレスに基づいて、複数の通知メッセージを集約することができる。集約した後に取得さ
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れる通知メッセージの数は、前記グループメンバーデバイスによって送信される通知メッ
セージの数よりも少ない。あるいは、集約した後に取得される通知メッセージの数は、1
である。
【００２５】
　本発明のこの実施形態において、グループサーバは、グループメンバーデバイスによっ
て送信された通知メッセージを受信し、加入者デバイスのアドレスに基づいて同一の加入
者デバイス宛の前記通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセ
ージを前記加入者デバイスに送信する。グループメンバーデバイスによって前記加入者デ
バイスに送信される複数のメッセージを集約することによって、前記グループメンバーデ
バイスと前記加入者デバイスとの間で交換されるメッセージは減少し、それによって、前
記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間の通信トラフィックは減少する
。
【００２６】
〔方法の実施形態2〕
　図3は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。図3に示されるように、前記方法は、以下のステップを含む。
【００２７】
　ステップ 201: グループメンバーデバイスは、前記グループメンバーデバイスのリソー
スが設定された加入条件を満たすか否かを判定する。
【００２８】
　ステップ 202: もし前記グループメンバーデバイスの前記リソースが前記設定された加
入条件を満たす場合、前記グループメンバーデバイスは、通知メッセージをグループサー
バに送信し、その結果、前記グループサーバは、前記通知メッセージを集約し、かつ、集
約した後に取得された通知メッセージを加入者デバイスに送信する。
【００２９】
　本発明のこの実施形態において、前記グループサーバは、複数のリソースにグループベ
ースの操作を実行することができるサーバーである。例えば、M2Mシステムにおいて、M2M
端末およびM2Mゲートウェイで動作する全てのローカルアプリケーションおよびデータオ
ブジェクトを含む例えばM2Mアプリケーション、M2Mサービスプラットフォーム、M2M端末
およびM2Mゲートウェイのようなリソースは、全て一種のRESTful グループリソースとし
て考えられる。前記グループサーバは、前記リソースにグループベースの操作を実行する
ことができる。前記グループメンバーデバイスは、グループリソースが存在するデバイス
であって、例えば湿度センサーまたは温度センサーである。
【００３０】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記グループサーバは、M2Mサービス
プラットフォーム、M2M端末またはM2Mゲートウェイに置かれ、実行されてもよいというこ
とである。
【００３１】
　また、さらに留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記グループサーバによ
って集約した後に取得される通知メッセージの数は、前記グループメンバーデバイスによ
って送信される通知メッセージの数よりも小さいということである。あるいは、前記グル
ープサーバによって集約した後に取得される通知メッセージの数は、1である。
【００３２】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイスのリソースが設定された加
入条件を満たした後、前記グループメンバーデバイスは通知メッセージをグループサーバ
に送信し、その結果、前記グループサーバは前記通知メッセージを集約し、かつ、集約し
た後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信する。前記グループメンバ
ーデバイスによって前記加入者デバイスに送信される複数のメッセージを集約することに
よって、前記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間で交換されるメッセ
ージは減少し、それによって、前記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの
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間の通信トラフィックは減少する。
【００３３】
〔方法の実施形態3〕
　図4は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、加入者デバイスおよびグループメンバーリソース
は、同一のサービスキャパビリティレイヤ (SCL)ではない。本発明の解決策は、加入者デ
バイスが、転送識別子と、グループサーバに送信される通知メッセージにおける前記加入
者デバイスのアドレスとを搬送し、かつ、前記グループサーバが集約しかつ前記通知メッ
セージを前記加入者デバイスに送信する実施例を用いて説明される。図4に示されるよう
に、前記方法は、以下のステップを含む。
【００３４】
　ステップ301: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージをグループサーバに送信する。前記要求メッセージは前記加入者デバイスのアド
レスを搬送する。
【００３５】
　本発明のこの実施形態において、前記加入者デバイスは、サービス要求メッセージを前
記グループサーバに送信するデバイスである。前記加入者デバイスは、キーボード、マウ
ス、遠隔制御、タッチパッドまたは音声操作デバイスを介するユーザとのヒューマン・マ
シン対話を実行することができる任意の電気製品であってもよいが、コンピュータおよび
携帯電話等に限定されない。
【００３６】
　ステップ 302: 前記グループサーバは、グループメンバーリソースに加入するための前
記要求メッセージを、各グループメンバーデバイスに転送する。前記要求メッセージは、
前記グループサーバのアドレスと前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【００３７】
　本発明のこの実施形態において、前記グループサーバの前記アドレスは、もし前記グル
ープメンバーデバイスのリソース変更が前記加入者デバイスによって予め設定された加入
条件を満たす場合、通知メッセージは前記グループサーバに送信される必要があることを
、グループメンバーデバイスに指示するために使用される。
【００３８】
　例えば、もし前記グループメンバーデバイスが温度センサーである場合、前記加入者デ
バイスによって設定された前記加入条件は、次のようである。つまり、温度感知装置によ
って感知された温度が100℃に達するとき、通知が必要である。温度感知装置によって感
知される温度が100℃に達するとき、前記温度感知装置は、温度パラメータを通知メッセ
ージにカプセル化し、かつ、前記グループサーバの前記アドレスに基づいて前記通知メッ
セージを前記グループサーバに送信する。
【００３９】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記グループサーバの前記アドレスの
実行手法は、限定されないということである。例えば、URIは、前記グループサーバの前
記アドレスを表すために使用されてもよい。
【００４０】
　ステップ 303: 各グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記
加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【００４１】
　本発明のこの実施形態において、前記加入者デバイスが前記グループメンバーデバイス
に対してサービス加入許可を有しているか否かを識別するために、前記グループメンバー
デバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに基づ
いて、前記要求メッセージを確認する。
【００４２】
　ステップ 304: もし前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは加入リ
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ソースを生成し、かつ、前記グループサーバの前記アドレスと、前記要求メッセージに搬
送された前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納する。
【００４３】
　本発明のこの実施形態において、前記グループメンバーデバイスが、加入リソースを生
成するということは次のことを意味する。つまり、前記グループメンバーデバイスは、そ
のサブリソースにおいて、前記加入リソースを生成し、かつ、前記加入リソースの属性を
設定する。前記加入リソースの前記属性は、前記加入リソースの生成時間、前記加入リソ
ースの有効期限、前記加入リソースの最終修正時刻、前記加入リソースの加入条件および
前記加入リソースの通知メッセージの受信者アドレス等を含むが、これらに限定されない
。
【００４４】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記加入リソースを生成するとき、前
記グループメンバーデバイスは、前記加入リソースの通知メッセージの受信者アドレスを
、前記グループサーバの前記アドレスに設定するということである。
【００４５】
　さらに留意すべきは、もし前記加入者デバイスが前記グループメンバーリソースと同一
のサービスキャパビリティレイヤ (SCL)である場合、前記グループメンバーデバイスは、
前記加入リソースを生成するときに、前記加入リソースの前記通知メッセージの前記受信
者アドレスを、前記加入者デバイスの前記アドレスに設定し、その結果、前記グループメ
ンバーデバイスのリソース変更が前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件を
満たすとき、前記通知メッセージは、前記通知メッセージの前記アドレスに基づいて前記
加入者デバイスへ直接的に送信されるということである。前記加入者デバイスの識別子と
前記グループメンバーリソースの識別子とに基づいて、前記加入者デバイスおよび前記グ
ループメンバーリソースは、同一のサービスキャパビリティレイヤであるか否かが判定さ
れてもよい。前記識別子はURIであってもよい。
【００４６】
　ステップ 305: 各グループメンバーデバイスは、前記グループサーバに応答メッセージ
を返す。
【００４７】
　ステップ 306: 前記グループサーバは、全ての応答メッセージを集約する。
【００４８】
　ステップ 307: 前記グループサーバは、集約した後に取得される応答メッセージを前記
加入者デバイスに返す。
【００４９】
　ステップ 308: グループメンバーデバイスのリソースが前記加入者デバイスによって設
定された前記加入条件を満たすとき、前記グループメンバーデバイスは、前記通知メッセ
ージの前記受信者アドレスに基づいて前記グループサーバに通知メッセージを送信する。
前記通知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスと、転送識別子とを搬送する
。
【００５０】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイスによって送信された通知メ
ッセージを集約し、かつ、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて集約した後に取
得された通知メッセージを前記加入者デバイスに転送する前記グループサーバをトリガす
るために、前記転送識別子が使用されてもよい。
【００５１】
　ステップ 309: 前記グループサーバは、前記通知メッセージが前記転送識別子を搬送し
ている否かを判定する。
【００５２】
　ステップ 310: もし前記通知メッセージが前記転送識別子を搬送している場合、前記グ
ループサーバは、前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに
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基づいて、同一の加入者デバイス宛の通知メッセージを集約する。
【００５３】
　特に、前記グループサーバは、前記通知メッセージに搬送された前記転送識別子に基づ
いて、前記通知メッセージが前記加入者デバイスに転送される必要があることを決定する
。前記グループサーバは、前記通知メッセージに搬送される前記通知メッセージを受信す
る前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記加入者デバイスの同一アドレスを
搬送する前記通知メッセージを単一の通知メッセージに集約する。
【００５４】
　例えば、加入者デバイス Aは、グループメンバーデバイス 1と、グループメンバーデバ
イス 2と、グループメンバーデバイス 3とに加入する。もし前記加入者デバイスによって
設定された前記加入条件が設定された期間内であることを満たす場合、グループメンバー
デバイス 1と、グループメンバーデバイス 2と、グループメンバーデバイス 3とは、通知
メッセージを前記グループサーバに送信する。前記通知メッセージは全て、加入者デバイ
ス Aのアドレスを搬送する。前記通知メッセージを受信した後、前記グループサーバは、
前記通知メッセージに搬送された加入者デバイス Aのアドレスに基づいて、加入者デバイ
ス Aの同一アドレスを搬送する通知メッセージを、単一の通知メッセージに集約する。
【００５５】
　ステップ 311: 前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて
、前記加入者デバイスに集約した後に取得された通知メッセージを送信する。
【００５６】
　本発明のこの実施形態では、グループメンバーデバイスによって送信される通知メッセ
ージにおいて転送識別子と加入者デバイスのアドレスとを搬送することによって、グルー
プサーバは、前記グループメンバーデバイスによって同一の加入者デバイスに送信される
前記通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得されたメッセージを前記加入者デ
バイスに送信することができる。これは、前記加入者デバイスと前記グループメンバーデ
バイスとの間の通知メッセージの数を減少させ、それによって、通信トラフィックを減少
させる。
【００５７】
　本発明のこの実施形態に基づいて、以下のことがさらに含まれてもよい。つまり、前記
グループサーバは、グループリソース更新要求を受信する。前記グループリソース更新要
求は、例えば前記グループリソースに対するアクセス許可を変更するためのように、前記
グループリソースのステータスを変更するために使用される。前記グループサーバは、前
記グループリソース更新要求を各グループメンバーデバイスに転送する。各グループメン
バーデバイスは、前記更新要求が前記グループサーバによって転送されるか否かを判定す
る。もし、前記グループリソース更新要求が前記グループサーバによって転送される場合
、更新されたグループリソースが前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件を
満たした後、通知メッセージが前記グループサーバによって集約され、かつ、集約した後
に取得された通知メッセージは前記加入者デバイスに送信される。そうでなければ、前記
グループメンバーデバイスは、直接的に、前記通知メッセージを前記加入者デバイスに送
信し、それによって、前記グループサーバが全ての更新されたグループリソースを集約す
ることを防ぎ、かつ、前記グループサーバのリソースオーバーヘッドを減少させる。
【００５８】
　前記グループメンバーデバイスは、前記更新要求が同一のグループサーバによって転送
されるか否かを判定する。特定の手法は以下のようであってもよい。つまり、グループリ
ソース更新要求を前記グループメンバーデバイスに転送するとき、前記グループサーバは
、前記要求において前記グループサーバのアドレスを搬送する。前記グループメンバーデ
バイスは、通知メッセージを集約する前記グループサーバの格納されたアドレスを、前記
リソース更新要求に搬送された前記グループサーバの前記アドレスと比較する。もし、通
知メッセージを集約するために使用され、かつ、前記グループメンバーデバイスに格納さ
れた前記グループサーバの前記アドレスが、前記リソース更新要求に搬送された前記グル
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るために使用されるグループサーバによって転送されることが決定されてもよい。
【００５９】
〔方法の実施形態4〕
　図5は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、加入者デバイスおよびグループメンバーリソース
は、同一のSCLではない。本発明の解決策は、実施例を用いて説明され、欧州電気通信標
準化機構(ETSI) M2MTS 102 690において定義されるグループリソース <group>において、
通知メッセージを集約するためのサブリソースが、前記加入者デバイスに送信される通知
メッセージを集約し、かつ、集約の後に取得されるメッセージを前記加入者デバイスに送
信するために導入される。図5に示されるように、前記方法は以下のステップ含む。
【００６０】
　ステップ 401: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージを、グループサーバに送信する。前記要求メッセージは、前記加入者デバイスの
アドレスを搬送している。
【００６１】
　本発明のこの実施形態において、前記加入者デバイスは、サービス要求メッセージを前
記グループサーバに送信するデバイスである。前記加入者デバイスは、キーボード、マウ
ス、遠隔制御、タッチパッドまたは音声操作デバイスを介するユーザとのヒューマン・マ
シン対話を実行することができる任意の電気製品であってもよく、コンピュータおよび携
帯電話等に限定されない。
【００６２】
　ステップ 402: 前記グループサーバは、グループメンバーリソースに加入するための前
記要求メッセージを、各グループメンバーデバイスに転送する。前記要求メッセージは、
通知メッセージを集約するための前記グループサーバのサブリソースのアドレスと、前記
加入者デバイスの前記アドレスとを搬送している。
【００６３】
　本発明のこの実施形態において, 通知メッセージを集約するための前記グループサーバ
の前記サブリソースの前記アドレスは、次のことをグループメンバーデバイスに指示する
ために使用されてもよい。つまり、もし前記グループメンバーデバイスのリソース変更が
前記加入者デバイスによって設定された加入条件を満たす場合、前記通知メッセージが、
通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレス
に基づいて、前記グループサーバの前記サブリソースに送信される必要があることを指示
するために使用されてもよい。
【００６４】
　特に、通知メッセージを集約するためのサブリソースが、前記ETSI M2MTS 102 690に定
義される前記グループリソース <group>に導入され、実際に、前記サブリソースは、リソ
ースを格納するために使用されない。前記グループメンバーデバイスによって前記グルー
プサーバに送信される前記通知メッセージの宛先が、通知メッセージを集約するための前
記サブリソースであるとき、前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記アドレス
に基づいて、前記通知メッセージを集約し、かつ、集約の後に取得されたメッセージを前
記加入者デバイスに転送する。
【００６５】
　表1に示されるように、“to subscribers"は、通知メッセージを集約するためにグルー
プリソース <group>に導入されたサブリソースを示す。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
　<group>は、ETSI M2MTS 102 690に定義されたグループリソース表現である。前記<grou
p>は、主に、各メンバーリソースのURIを記述するために使用されるメンバー属性、membe
rsと、全てのグループメンバーリソースを示すために使用されるメンバーコンテンツサブ
リソース、members contentと、例えばグループリソースに加入する加入者のような情報
を格納するために使用される加入サブリソース、subscriptionsとを含む。
【００６８】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、members 属性は、追加され、消去され
、修正され、または、グループメンバーリストの修正の実行または参照のために見られて
もよい。前記members content サブリソースは、追加され、消去され、修正され、または
、グループの全てのメンバーリソースの修正の実行または参照のために見られてもよい。
前記subscriptions サブリソースは、追加され、消去され、修正され、または、時間内に
グループリソースの変化の迅速な認知を実行するために見られてもよい。
【００６９】
　さらに留意すべきは、本発明のこの実施形態において、もし、<group>に導入され、か
つ、通知メッセージを集約するために使用される前記サブリソースが、表1に示されるto 
subscribersである場合、ステップ402において、前記要求メッセージに搬送され、かつ、
通知メッセージを集約するために使用されるグループサーバのサブリソースのアドレスは
、グループのURI/加入者であってもよい。
【００７０】
　ステップ 403: 各グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記
加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【００７１】
　本発明のこの実施形態において、前記加入者デバイスが前記グループメンバーデバイス
に対してサービス加入許可を有するか否かを識別するために、前記グループメンバーデバ
イスは、前記要求メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて
、前記要求メッセージを確認する。
【００７２】
　ステップ 404: もし前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは、加入
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リソースを生成し、かつ、通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サ
ブリソースの前記アドレスと、前記要求メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前
記アドレスとを格納する。
【００７３】
　本発明のこの実施形態において、前記グループメンバーデバイスが、加入リソースを生
成するということは次のことを意味する。つまり、前記グループメンバーデバイスは、そ
のサブリソースにおいて、前記加入リソースを生成し、かつ、前記加入リソースの属性を
設定する。前記加入リソースの前記属性は、前記加入リソースの生成時間、前記加入リソ
ースの有効期限、前記加入リソースの最終修正時刻、前記加入リソースの加入条件および
前記加入リソースの通知メッセージの受信者アドレス等を含むが、これらに限定されない
。
【００７４】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、加入リソースを生成するとき、前記グ
ループメンバーデバイスは、前記加入リソースの通知メッセージの受信者アドレスを、通
知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレスに
設定するということである。
【００７５】
　さらに留意すべきは、もし前記加入者デバイスおよび前記グループメンバーリソースが
同一のSCLである場合、加入リソースを生成するとき、前記グループメンバーデバイスが
、前記加入リソースの前記通知メッセージの前記受信者アドレスを、前記加入者デバイス
の前記アドレスに設定し、その結果、前記グループメンバーデバイスのリソース変更が前
記加入者デバイスによって設定された前記加入条件を満たすとき、前記通知メッセージは
、前記通知メッセージのアドレスに基づいて前記加入者デバイスに直接的に送信されると
いうことである。前記加入者デバイスの識別子と前記グループメンバーリソースの識別子
とに基づいて、前記加入者デバイスおよび前記グループメンバーリソースは同一のサービ
スキャパビリティレイヤであるか否かが判定されてもよい。前記識別子は、URIであって
もよい。
【００７６】
　ステップ 405: 前記グループメンバーデバイスは、応答メッセージを前記グループサー
バに返す。
【００７７】
　ステップ 406: 前記グループサーバは、全ての応答メッセージを集約する。
【００７８】
　ステップ 407: 前記グループサーバは、集約の後に取得された応答メッセージを前記加
入者デバイスに返す。
【００７９】
　ステップ 408: 前記グループメンバーデバイスのリソースが前記加入者デバイスによっ
て設定された前記加入条件を満たすとき、前記グループメンバーデバイスは、前記通知メ
ッセージの前記受信者アドレスに基づいて、通知メッセージを集約するための前記グルー
プサーバの前記サブリソースに、前記通知メッセージを送信する。前記通知メッセージは
、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する。
【００８０】
　ステップ 409: 前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて
、通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソース宛の全ての通
知メッセージを集約する。
【００８１】
　特に、前記グループサーバは、前記通知メッセージの前記受信者アドレスに基づいて、
前記通知メッセージが前記加入者デバイスに転送される必要があることを決定する。前記
グループサーバは、前記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレス
に基づいて、前記加入者デバイスの同一アドレスを搬送する前記通知メッセージを、単一
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の通知メッセージに集約する。
【００８２】
　ステップ 410: 前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて
、集約した後に取得された通知メッセージを、前記加入者デバイスに送信する。
【００８３】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイスは、通知メッセージを集約
するためのグループサーバのサブリソースのアドレスに、通知メッセージを送信し、その
結果、前記グループサーバは、前記グループメンバーデバイスによって同一の加入者デバ
イスに送信される全ての通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メ
ッセージを前記加入者デバイスに送信する。これは、前記加入者デバイスと前記グループ
メンバーデバイスとの間の通知メッセージの数を減少させ、それによって、通信トラフィ
ックを減少させる。
【００８４】
〔方法の実施形態5〕
　図6は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、加入者デバイスおよびグループメンバーリソース
は同一のSCLではない。グループサーバは、加入者デバイスのアドレスを格納し、その結
果、前記加入者デバイスの前記アドレスが変わるとき、グループメンバーデバイスに通知
される必要はなく、かつ、前記グループサーバのみに通知される必要がある。次いで、前
記グループサーバは、通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッ
セージを前記変更されたアドレスとともに前記加入者デバイスに送信する。
【００８５】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、RESTful リソース表現メカニズムが、
本発明の解決策を実装するために使用されるということである。図6に示されるように、
前記方法は以下のステップを含む。
【００８６】
　ステップ 501: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージをグループサーバに送信する。前記要求メッセージは、前記加入者デバイスのア
ドレスを搬送する。
【００８７】
　ステップ 502:グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを受信
した後、前記グループサーバは、加入条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納
するためのサブリソースを生成する。
【００８８】
　本発明のこの実施形態では、以下の手法のいずれかにおいて、グループメンバーリソー
スに加入するための前記要求メッセージを受信した後、前記グループサーバは、前記加入
条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納するためのサブリソースを生成する。
【００８９】
　手法 1: グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを受信した後
、前記グループサーバによって、グループリソースにおいて、前記加入者デバイスによっ
て設定された前記加入条件を含むサブリソースを検索し、
　もし前記サブリソースが存在する場合、前記サブリソースにおいて前記加入者デバイス
の前記アドレスを格納するためのサブリソースを生成し、または、もし前記前記サブリソ
ースが存在しない場合、まずは前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件に基
づいて前記加入条件を格納するためのサブリソースを生成し、かつ、次いで、前記加入条
件を格納するための前記サブリソースにおいて、前記加入者デバイスの前記アドレスを格
納するためのサブリソースを生成する。
【００９０】
　留意すべきは、手法1において、前記加入者デバイスの前記アドレスを格納するための
サブリソースを生成するために使用される前記手法は、前記グループリソースの一部とし
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て、RESTful リソース表現メカニズムを使用することによって実装されるということであ
る。
【００９１】
　特に、前記加入条件の関連情報と、前記グループサーバを介してグループメンバーリソ
ースに加入する全ての加入者とを表すために、前記<Subscriber Members> サブリソース
は、ETSI M2MTS 102 690において定義されるグループリソース <group>に導入される。前
記<Subscriber Members> サブリソースは、表2に示される。
【００９２】
【表２】

【００９３】
　前記<Subscriber Members> サブリソースは、複数の<subscriber member> サブリソー
スを含み、かつ、各<subscriber member> サブリソースは、同一の加入条件を有する加入
者デバイスのアドレスを含む。前記<subscriber member> サブリソースは、以下の属性を
含む。
　filter criteria 属性：グループメンバーリソースへの加入の間に設定される加入条件
を格納するために使用される。
　subscriber contact 属性：前記filter criteria 属性に格納されるものと同一の加入
条件を有する加入者デバイスのアドレスを格納するために使用される。
【００９４】
　手法 2: 前記加入者デバイスの加入者情報を格納するためのグループリソースを検索し
、
　もし前記グループリソースが存在する場合、前記グループリソースにおいて前記加入者
デバイスによって設定された前記加入条件を含むサブリソースを検索し、かつ、もし前記
サブリソースが存在する場合、前記サブリソースにおいて前記加入者デバイスの前記アド
レスを格納するためのサブリソースを生成し、または、もし前記サブリソースが存在しな
い場合、まずは前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件に基づいて前記加入
条件を格納するためのサブリソースを生成し、かつ、次いで、前記加入条件を格納するた
めの前記サブリソースにおいて前記加入者デバイスの前記アドレスを格納するためのサブ
リソースを生成し、または、
　もし前記加入者デバイスの前記加入者情報を格納するための前記グループリソースが存
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在しない場合、前記加入者デバイスの前記加入者情報を格納するためのグループリソース
を生成し、かつ、前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件に基づく前記グル
ープリソースにおいて、前記加入条件を格納するためのサブリソースを生成し、かつ、前
記加入条件を格納するための前記サブリソースにおいて、前記加入者デバイスの前記アド
レスを格納するためのサブリソースを生成し、または、
　もし前記加入者情報を格納するための前記グループが存在しない場合、新たなグループ
を作成し、まず、前記加入条件に基づいて前記加入条件を格納するためのサブリソースを
生成し、かつ、次いで、新たなサブリソースにおいて、前記加入者デバイスの前記アドレ
スを格納するためのサブリソースを生成する。
【００９５】
　留意すべきは、もし前記加入者デバイスの前記加入者情報を格納するためのグループリ
ソースが生成される場合、表3に示されるように、新たなグループリソースにサブリソー
スが生成されるということである。
【００９６】

【表３】

【００９７】
　表3において、<Subscriber Members Group>は、新たなグループである。attributeは、
例えばグループ生成時間および最終修正時刻のような前記グループの属性の記述である。
前記グループは、複数の<subscriber member> サブリソースを含み、かつ、各<subscribe
r member> サブリソースは、同一の加入条件を有する全ての加入者デバイスのアドレスを
含む。前記<subscriber member> サブリソースは、以下の属性を含む。
　filter criteria 属性：グループメンバーリソースへの加入の間に設定される加入条件
を格納するために使用される。
　subscriber contact 属性：前記filter criteria 属性に格納されるものと同一の加入
条件を有する加入者デバイスのアドレスを格納するために使用される。
【００９８】
　ステップ 503: 前記グループサーバは、グループメンバーリソースに加入するための前
記要求メッセージを、各グループメンバーデバイスに転送する。前記要求メッセージは、
通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレス
と、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
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【００９９】
　本発明のこの実施形態において、通知メッセージを集約するための前記グループサーバ
の前記サブリソースの前記アドレスは、次のことをグループメンバーデバイスに指示する
ために使用される。つまり、もし前記グループメンバーデバイスのリソース変更が前記加
入者デバイスによって設定された前記加入条件を満たす場合、通知メッセージは、通知メ
ッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレスに基づ
いて、前記グループサーバの前記サブリソースに送信される必要があることを指示するた
めに使用される。
【０１００】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、通知メッセージを集約するための前記
グループサーバの前記サブリソースの前記アドレスに対応する前記サブリソースは、前記
加入条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納するために使用されるということ
である。
【０１０１】
　また、さらに留意すべきは、通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前
記サブリソースの前記アドレスは、前記グループサーバにより前記サブリソースを生成す
る手法に従って様々であるということである。
【０１０２】
　例えば、もし前記グループサーバが、ステップ 502の手法 1に基づいて前記加入者デバ
イスの前記アドレスを格納するためのサブリソースを生成する場合、通知メッセージを集
約するための前記グループサーバのアドレスは、以下のように既存のグループのアドレス
である。
/subscribeMembers/subscribeMember/subscriberContact.
【０１０３】
　もし前記グループサーバが、ステップ 502の手法 2に基づいて、前記加入者デバイスの
前記アドレスを格納するための前記サブリソースの新たなグループを生成する場合、通知
メッセージを集約するための前記グループサーバの前記アドレスは、以下のような新たな
グループのアドレスである。
/subscribeMembers/subscribeMember/subscriberContact.
【０１０４】
　留意すべきは、既存グループまたは新たなグループのアドレスは、URIを使用すること
によって表されてもよいということである。
【０１０５】
　ステップ 504: 前記グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前
記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【０１０６】
　本発明のこの実施形態において、前記グループメンバーデバイスは、前記加入者デバイ
スが前記グループメンバーデバイスに対してサービス加入許可を有するか否かを識別する
ために、前記要求メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて
、前記要求メッセージを確認する。
【０１０７】
　ステップ 505: もし、前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは加入
リソースを生成し、かつ、前記要求メッセージに搬送されている通知メッセージを集約す
るための前記グループサーバの前記アドレスを格納する。
【０１０８】
　本発明のこの実施形態において、前記グループメンバーデバイスが、加入リソースを生
成するということは次のことを意味する。つまり、前記グループメンバーデバイスは、そ
のサブリソースにおいて、前記加入リソースを生成し、かつ、前記加入リソースの属性を
設定する。前記加入リソースの前記属性は、前記加入リソースの生成時間、前記加入リソ
ースの有効期限、前記加入リソースの最終修正時刻、前記加入リソースの加入条件および
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前記加入リソースの通知メッセージの受信者アドレス等を含むが、これらに限定されない
。
【０１０９】
　留意すべきは、本発明のこの実施形態において、前記グループメンバーデバイスは、前
記加入リソースの前記通知メッセージの前記受信者アドレスを、通知メッセージを集約す
るための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレス、つまり、前記グループ
サーバによって設定されかつ前記加入者デバイスの前記加入条件と前記加入者デバイスの
前記アドレスとを格納するために使用される前記サブリソースの前記アドレスに設定する
ということである。
【０１１０】
　ステップ 506: 各グループメンバーデバイスは、応答メッセージを前記グループサーバ
に返す。
【０１１１】
　ステップ 507: 応答メッセージを受信した後、前記グループサーバは、全ての応答メッ
セージを集約する。
【０１１２】
　ステップ 508: 前記グループサーバは、集約した後に取得される応答メッセージを、前
記加入者デバイスに返す。前記応答メッセージは、前記グループサーバによって生成され
、かつ、前記加入者デバイスの前記加入条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格
納するために使用される前記サブリソースのアドレスを搬送する。
【０１１３】
　ステップ 509: 前記応答メッセージを受信した後、前記加入者デバイスは、前記応答メ
ッセージを解析し、かつ、前記応答メッセージに搬送されかつ前記加入者デバイスの前記
加入条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納するために使用される前記サブリ
ソースの前記アドレスを格納する。例えば既存グループのアドレスは次のようである。
　/subscribeMembers/subscribeMember/subscriberContact.
【０１１４】
　ステップ 510: 前記グループメンバーデバイスの前記リソースが、変わり、かつ、前記
加入者デバイスによって設定された前記加入条件を満たすとき、通知メッセージは通知メ
ッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレスに送信
される。
【０１１５】
　ステップ 511: 前記グループサーバは、前記サブリソースに格納された前記加入者デバ
イスの前記アドレスに基づいて、通知メッセージを集約するための前記グループサーバの
前記サブリソースの前記アドレス宛の全ての通知メッセージを集約する。
【０１１６】
　特に、前記グループサーバは、前記通知メッセージの前記受信者アドレスに基づいて、
前記通知メッセージが前記加入者デバイスに転送される必要があることを決定する。つま
り、前記グループサーバは、通知メッセージを集約するための前記グループサーバの前記
サブリソースの前記アドレスに基づいて、前記通知メッセージが前記加入者デバイスに転
送される必要があることを決定する。前記グループサーバは、前記通知メッセージの前記
受信者アドレスに基づいて、前記通知メッセージの前記受信者アドレスに対応する前記グ
ループサーバの前記サブリソースから、前記サブリソースに格納された前記加入者デバイ
スの前記アドレスを取得する。前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記アドレ
スに基づいて、同一の受信者アドレスを有する前記通知メッセージを単一の通知メッセー
ジに集約する。
【０１１７】
　ステップ 512: 前記グループサーバは、前記グループサーバによって格納された前記加
入者デバイスの前記アドレスに基づいて、集約した後に取得された通知メッセージを前記
加入者デバイスに送信する。
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【０１１８】
　ステップ 513: 前記加入者デバイスが、通知メッセージを受信するためのアドレスを変
更する必要があるとき、前記加入者デバイスは、前記加入者デバイスに格納され、かつ、
前記加入者デバイスの前記加入条件と前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納するた
めに使用される前記サブリソースの前記アドレスに基づいて、アドレス変更要求メッセー
ジを、前記グループサーバに送信する。前記アドレス変更要求メッセージは、前記加入者
デバイスの変更されたアドレスを搬送する。
【０１１９】
　ステップ 514: 前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記加入条件と前記加入
者デバイスの前記アドレスとを格納するための前記サブリソースにおいて、前記加入者デ
バイスの前記アドレスを、前記変更要求メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前
記変更されたアドレスに更新する。
【０１２０】
　ステップ 515: 前記グループメンバーデバイスの前記リソースが、変わり、かつ、前記
加入者デバイスによって設定された前記加入条件を満たすとき、通知メッセージは、通知
メッセージを集約するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレスに送
信される。
【０１２１】
　ステップ 516: 前記グループサーバは、前記グループサーバの前記サブリソースに格納
された前記加入者デバイスの前記変更されたアドレスに基づいて、通知メッセージを集約
するための前記グループサーバの前記サブリソースの前記アドレス宛の全ての通知メッセ
ージを集約する。
【０１２２】
　ステップ 517: 前記グループサーバは、前記加入者デバイスの前記変更されたアドレス
に基づいて、集約した後に取得された通知メッセージを、前記対応する加入者デバイスに
送信する。
【０１２３】
　本発明のこの実施形態において、グループサーバは、加入者デバイスのアドレスを格納
する。前記加入者デバイスの前記アドレスが変わるとき、前記加入者デバイスは、グルー
プメンバーデバイスに通知する必要はなく、かつ、前記グループサーバに前記加入者デバ
イスの格納されたアドレスを変更することを通知する必要があるのみであり、かつ、次い
で、前記グループメンバーデバイスによって送信された通知メッセージは、新たなアドレ
スとともに前記加入者デバイスに送信され、それによって、前記グループメンバーデバイ
スと前記加入者デバイスとの間の通信トラフィックを減少させる。
【０１２４】
〔方法の実施形態6〕
　図7は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、加入者デバイスおよびグループメンバーリソース
は、同一のSCLではない。本発明の解決策は、グループがサブグループを含む場合の実施
例を用いて説明される。本発明のこの実施形態において、グループ Aは、サブグループ B
、グループメンバーデバイス 1およびグループメンバーデバイス 2を含み、かつ、サブグ
ループ Bは、グループメンバーデバイス 3およびグループメンバーデバイス 4を含む。図
7に示されるように、前記方法は、以下のステップを含む。
【０１２５】
　ステップ 601: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージを、グループサーバ Aに送信する。前記要求メッセージは、前記加入者デバイス
のアドレスを搬送する。
【０１２６】
　ステップ 602: グループサーバ Aは、グループサーバ Aに属する各グループメンバーデ
バイスに、グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを転送する。
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前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのグループサーバ Aのアドレスと
、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【０１２７】
　ステップ 603: グループサーバ Aは、グループメンバーリソースに加入するために前記
加入者デバイスによって送信された前記要求メッセージを、サブグループサーバ Bに転送
する。
【０１２８】
　ステップ 604: サブグループサーバ Bは、サブグループサーバ Bに属する各グループメ
ンバーデバイスに、グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを転
送する。前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのサブグループサーバ B
のアドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【０１２９】
　ステップ 605: 各グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記
加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【０１３０】
　ステップ 606: もし前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは加入リ
ソースを生成し、かつ、通知メッセージを集約するための前記対応するグループサーバの
アドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納する。
【０１３１】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイス 1およびグループメンバー
デバイス 2は、通知メッセージを集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスおよび
前記加入者デバイスの前記アドレスを格納する。前記アドレスは、グループサーバ Aによ
って、前記要求メッセージにおいて搬送される。グループメンバーデバイス 3およびグル
ープメンバーデバイス 4は、通知メッセージを集約するサブグループサーバ Bの前記アド
レスおよび前記加入者デバイスの前記アドレスを格納する。前記アドレスは、サブグルー
プサーバ Bによって、前記要求メッセージにおいて搬送される。
【０１３２】
　ステップ 607: グループサーバ Aのグループメンバーデバイス 1およびグループメンバ
ーデバイス 2のリソースが、前記加入者デバイスによって設定された加入条件を満たすと
き、グループメンバーデバイス 1およびグループメンバーデバイス 2は、通知メッセージ
を集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスに通知メッセージを送信する。前記通
知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する。
【０１３３】
　ステップ 608: サブグループサーバ Bのグループメンバーデバイス 3およびグループメ
ンバーデバイス 4のリソースが、前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件を
満たすとき、グループメンバーデバイス 3およびグループメンバーデバイス 4は、通知メ
ッセージを集約するためのサブグループサーバ Bのアドレスに、通知メッセージを送信す
る。前記通知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する。
【０１３４】
　ステップ 609: グループサーバ Aおよびサブグループサーバ Bは、それぞれ前記通知メ
ッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを、前記加入者デバイ
スに送信する。
【０１３５】
　本発明のこの実施形態において、グループサーバ Aおよびサブグループサーバ Bは、そ
れらのグループメンバーデバイスによって同一の加入者デバイスに送信される通知メッセ
ージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスにを
送信する。これは、前記加入者デバイスと前記グループメンバーデバイスとの間の通知メ
ッセージの数を減少させ、それによって、通信トラフィックを減少させる。
【０１３６】
〔方法の実施形態7〕
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　図8は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、本発明の解決策が、グループがサブグループを含
む場合の実施例を説明している。本発明のこの実施形態において、グループ Aは、サブグ
ループ Bと、グループメンバーデバイス 1と、グループメンバーデバイス 2とを含み、か
つ、サブグループ Bは、グループメンバーデバイス 3とグループメンバーデバイス 4とを
含む。図8に示されるように、前記方法は、以下のステップを含む。
【０１３７】
　ステップ 701: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージをグループサーバ Aに送信する。前記要求メッセージは、前記加入者デバイスの
アドレスを搬送する。
【０１３８】
　ステップ 702: グループサーバ Aは、グループサーバ Aに属する各グループメンバーデ
バイスとサブグループサーバ Bとに、グループメンバーリソースに加入するための前記要
求メッセージを転送する。前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのグル
ープサーバ Aのアドレスと前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【０１３９】
　ステップ 703: サブグループサーバ Bは、前記グループサーバに属する各グループメン
バーデバイスに、グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを転送
する。前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのサブグループサーバ Bの
アドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送し、かつ、前記加入者デバイス
の前記アドレスと、通知メッセージを集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスと
の間のマッピング関係を格納する。
【０１４０】
　ステップ 704: 各グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記
加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【０１４１】
　ステップ 705: もし前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは加入リ
ソースを生成し、かつ、通知メッセージを集約するための前記対応するグループサーバの
アドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納する。グループメンバーデバイ
ス 3およびグループメンバーデバイス 4は、通知メッセージを集約するサブグループサー
バ Bの前記アドレスおよび前記加入者デバイスの前記アドレスを格納する。前記アドレス
は、サブグループサーバ Bによって前記要求メッセージにおいて搬送される。
【０１４２】
　ステップ 706: グループサーバ Aのグループメンバーデバイス 1およびグループメンバ
ーデバイス 2のリソースが、前記加入者デバイスによって設定された加入条件を満たすと
き、グループメンバーデバイス 1およびグループメンバーデバイス 2は、通知メッセージ
を集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスに、通知メッセージを送信する。前記
通知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する。
【０１４３】
　ステップ 707: サブグループサーバ Bのグループメンバーデバイス 3およびグループメ
ンバーデバイス 4のリソースが、前記加入者デバイスによって設定された前記加入条件を
満たすとき、グループメンバーデバイス 3およびグループメンバーデバイス 4は、通知メ
ッセージを集約するためのサブグループサーバ Bの前記アドレスに通知メッセージを送信
する。前記通知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する。
【０１４４】
　ステップ 708: サブグループサーバ Bは、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づい
て、前記通知メッセージを集約する。
【０１４５】
　ステップ 709: サブグループサーバ Bは、前記加入者デバイスの前記アドレスと、通知
メッセージを集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスとの間の前記格納されたマ
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ッピング関係に基づいて、集約した後に取得された通知メッセージを、通知メッセージを
集約するためのグループサーバ Aの前記アドレスに送信する。
【０１４６】
　ステップ 710: グループサーバ Aは、グループメンバーデバイス 1およびグループメン
バーデバイス 2によって送信された前記通知メッセージと、集約の後に取得されかつサブ
グループサーバ Bによって送信された前記通知メッセージとを集約する。
【０１４７】
　ステップ 711: グループサーバ Aは、集約した後に取得された通知メッセージを、前記
加入者デバイスに送信する。
【０１４８】
　本発明のこの実施形態において、サブグループサーバ Bは、サブグループサーバ Bに属
するグループメンバーデバイスによって送信される通知メッセージを集約し、かつ、集約
した後に取得された通知メッセージを、グループサーバ Aに送信する。グループサーバ A
は、さらに、グループサーバ Aに属するグループメンバーデバイスによって送信される通
知メッセージを集約する。前記通知メッセージは、集約した後に取得され、かつ、サブグ
ループサーバ Bによって送信される。これは、前記加入者デバイスと前記グループメンバ
ーデバイスとの間の通知メッセージの数を減少させ、それによって、通信トラフィックを
減少させる。
【０１４９】
〔方法の実施形態8〕
　図9は、本発明に基づくグループ通信方法の別の実施形態の概略的なフローチャートで
ある。本発明のこの実施形態において、本発明の解決策が、グループがサブグループを含
む場合の実施例を用いて説明される。本発明のこの実施形態において、グループ Aは、サ
ブグループ Bと、グループメンバーデバイス 1と、グループメンバーデバイス 2とを含み
、サブグループ Bは、グループメンバーデバイス 3と、グループメンバーデバイス 4とを
含む。図9に示されるように、前記方法は、以下のステップを含む。
【０１５０】
　ステップ 801: 加入者デバイスは、グループメンバーリソースに加入するための要求メ
ッセージを、グループサーバ Aに送信する。前記要求メッセージは、前記加入者デバイス
のアドレスを搬送する。
【０１５１】
　ステップ 802: グループサーバ Aは、グループサーバ Aに属する各グループメンバーデ
バイスとサブグループサーバ Bとに、グループメンバーリソースに加入するための前記要
求メッセージを転送する。前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのグル
ープサーバ Aのアドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【０１５２】
　ステップ 803: サブグループサーバ Bは、サブグループサーバ Bに属する各グループメ
ンバーデバイスに、グループメンバーリソースに加入するための前記要求メッセージを転
送する。前記要求メッセージは、通知メッセージを集約するためのグループサーバ Aのア
ドレスと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを搬送する。
【０１５３】
　ステップ 804: 各グループメンバーデバイスは、前記要求メッセージに搬送された前記
加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、前記要求メッセージを確認する。
【０１５４】
　ステップ 805: もし前記確認がパスされた場合、各グループメンバーデバイスは加入リ
ソースを生成し、かつ、通知メッセージを集約するためのグループサーバ Aの前記アドレ
スと、前記加入者デバイスの前記アドレスとを格納する。
【０１５５】
　ステップ 806: グループメンバーデバイス 1、グループメンバーデバイス 2、グループ
メンバーデバイス 3およびグループメンバーデバイス 4のリソースが、前記加入者デバイ
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スによって設定された加入条件を満たすとき、それらはそれぞれ、通知メッセージを集約
するためのグループサーバ Aの前記アドレスに基づいて、グループサーバ Aに通知メッセ
ージを送信する。前記通知メッセージは、前記加入者デバイスの前記アドレスを搬送する
。
【０１５６】
　ステップ 807: グループサーバ Aは、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、
前記通知メッセージを集約する。
【０１５７】
　ステップ 808: グループサーバ Aは、集約した後に取得された通知メッセージを、前記
加入者デバイスに送信する。
【０１５８】
　本発明のこの実施形態において、グループサーバ Aは、グループサーバ Aに属するグル
ープメンバーデバイスによって同一の加入者デバイスに送信される通知メッセージと、サ
ブグループサーバ Bに属するグループメンバーデバイスによって、同一の加入者デバイス
に送信される通知メッセージとを集約する。これは、前記加入者デバイスと前記グループ
メンバーデバイスとの間の通知メッセージの数を減少させ、それによって、通信トラフィ
ックを減少させる。
【０１５９】
　以下に、本発明のグループサーバの実施形態の全体的な技術的解決策を説明する。
【０１６０】
　図10は、本発明に基づくグループサーバの実施形態の概略構造図である。図10に示され
るように、グループサーバ 1100は、第1受信モジュール 11001と、集約モジュール 11002
と、第1送信モジュール 11003とを備える。
【０１６１】
　前記第1受信モジュール 11001は、グループメンバーデバイスによって送信された通知
メッセージを受信するように構成される。前記通知メッセージは、前記グループメンバー
デバイスのリソースが加入者デバイスによって設定された加入条件を満たした後に、グル
ープサーバに送信され、かつ、通知メッセージの数は少なくとも2である。
【０１６２】
　前記集約モジュール 11002は、前記加入者デバイスのアドレスに基づいて、同一の加入
者デバイス宛の前記通知メッセージを集約するように構成される。
【０１６３】
　前記第1送信モジュール 11003は、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づいて、集
約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信するように構成される
。
【０１６４】
　本発明のこの実施形態において、グループサーバは、グループメンバーデバイスによっ
て送信された通知メッセージを受信し、加入者デバイスのアドレスに基づいて同一の加入
者デバイス宛の前記通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセ
ージを前記加入者デバイスに送信する。前記グループメンバーデバイスによって前記加入
者デバイスに送信される複数のメッセージを集約することによって、前記グループメンバ
ーデバイスと前記加入者デバイスとの間で交換されるメッセージは減少し、それによって
、前記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間の通信トラフィックは減少
する。
【０１６５】
　あるいは、本発明のこの実施形態において、前記集約モジュール 11002は、特に、前記
通知メッセージに搬送される転送識別子と前記加入者デバイスの前記アドレスとに基づい
て、同一の加入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約するように構成されてもよい。
さらに、前記集約モジュール 11002は、特に、前記通知メッセージの受信者アドレスと前
記通知メッセージに搬送された前記加入者デバイスの前記アドレスとに基づいて、同一の
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加入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約するように構成されてもよい。さらに、前
記集約モジュール 11002は、特に、前記通知メッセージの受信者アドレスと、前記グルー
プサーバのサブリソースに格納された前記加入者デバイスの前記アドレスとに基づいて、
同一の加入者デバイス宛の前記通知メッセージを集約するように構成されてもよい。
【０１６６】
　あるいは、本発明のこの実施形態において、前記第1受信モジュール 11001は、さらに
、前記加入者デバイスによって送信されたアドレス変更要求メッセージを受信し、かつ、
前記サブリソースに格納された前記加入者デバイスの前記アドレスを、前記変更されたア
ドレスに更新するように構成されてもよい。前記アドレス変更要求メッセージは、前記加
入者デバイスの前記変更されたアドレスを搬送する。
【０１６７】
　以下に、本発明のグループメンバーデバイスの実施形態の全体的な技術的解決策を説明
する。
【０１６８】
　図11は、本発明に基づくグループメンバーデバイスの実施形態の概略構造図である。図
11に示されるように、グループメンバーデバイス 1200は、判定モジュール 12001と、第2
送信モジュール 12002とを備える。
【０１６９】
　前記判定モジュール 12001は、前記グループメンバーデバイスのリソースが設定された
加入条件を満たすか否かを判定するように構成される。
【０１７０】
　前記第2送信モジュール 12002は、もし前記グループメンバーデバイスの前記リソース
が前記設定された加入条件を満たす場合、通知メッセージをグループサーバに送信するよ
うに構成され、その結果、前記グループサーバは、前記通知メッセージを集約し、かつ、
集約した後に取得された通知メッセージを加入者デバイスに送信する。
【０１７１】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイスのリソースが設定された加
入条件を満たした後、前記グループメンバーデバイスは、通知メッセージをグループサー
バに送信し、その結果、前記グループサーバは、前記通知メッセージを集約し、かつ、集
約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信する。前記グループメ
ンバーデバイスによって前記加入者デバイスに送信される複数のメッセージを集約するこ
とによって、前記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間で交換されるメ
ッセージは減少し、それによって、前記グループメンバーデバイスと前記加入者デバイス
との間の通信トラフィックは減少する。
【０１７２】
　あるいは、本発明のこの実施形態において、前記第2送信モジュール 12002は、特に、
通知メッセージを前記グループサーバに送信するように構成され、前記通知メッセージは
、転送識別子と前記加入者デバイスのアドレスとを搬送し、その結果、前記グループサー
バは、前記転送識別子と前記加入者デバイスのアドレスとに基づいて、前記通知メッセー
ジを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信
する。
　または、前記第2送信モジュール 12002は、通知メッセージを前記グループサーバに送
信するように構成され、前記通知メッセージは、前記加入者デバイスのアドレスを搬送し
、かつ、前記通知メッセージの受信者アドレスは、通知メッセージを集約するための前記
グループサーバのサブリソースのアドレスであり、その結果、前記グループサーバは、前
記サブリソースの前記アドレスと前記加入者デバイスの前記アドレスとに基づいて前記通
知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバ
イスに送信する。
　または、前記第2送信モジュール 12002は、通知メッセージを前記グループサーバに送
信するように構成され、前記通知メッセージの受信者アドレスは、通知メッセージを集約
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するための前記グループサーバのサブリソースのアドレスであり、その結果、前記グルー
プサーバは、前記サブリソースの前記アドレスに基づいて、前記サブリソースに格納され
た前記加入者デバイスのアドレスを取得し、前記加入者デバイスの前記アドレスに基づい
て前記通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを前記加
入者デバイスに送信する。
【０１７３】
　以下に、本発明のグループ通信 システムの実施形態の全体的な技術的解決策を説明す
る。
【０１７４】
　図12は、本発明に基づくグループ通信システムの実施形態の概略構造図である。図12に
示されるように、前記グループ通信システムは、グループメンバーデバイス 15001と、グ
ループサーバ 15002とを備える。
【０１７５】
　前記グループメンバーデバイス 15001は、通知メッセージを前記グループサーバ 15002
に送信するように構成される。前記グループメンバーデバイス15001のリソースが加入者
デバイスによって設定された加入条件を満たした後、前記通知メッセージは、前記グルー
プサーバ 15002に送信される。さらに、通知メッセージの数は少なくとも2である。
【０１７６】
　前記グループサーバ 15002は、前記グループメンバーデバイス 15001によって送信され
た前記通知メッセージを受信し、前記加入者デバイスのアドレスに基づいて同一の加入者
デバイス宛の前記通知メッセージを集約し、かつ、前記加入者デバイスの前記アドレスに
基づいて、集約した後に取得された通知メッセージを前記加入者デバイスに送信するよう
に構成される。
【０１７７】
　本発明のこの実施形態において、グループメンバーデバイスのリソースが設定された加
入条件を満たした後、前記グループメンバーデバイスは通知メッセージをグループサーバ
に送信する。前記グループサーバは、前記グループメンバーデバイスによって送信された
前記通知メッセージを受信し、加入者デバイスのアドレスに基づいて同一の加入者デバイ
ス宛の前記通知メッセージを集約し、かつ、集約した後に取得された通知メッセージを前
記加入者デバイスに送信する。前記グループメンバーデバイスによって前記加入者デバイ
スに送信される複数のメッセージを集約することによって、前記グループメンバーデバイ
スと前記加入者デバイスとの間で交換されるメッセージは減少し、それによって、前記グ
ループメンバーデバイスと前記加入者デバイスとの間の通信トラフィックは減少する。
【０１７８】
　当業者は、本明細書に開示された実施形態で説明した実施例と組み合わせて、モジュー
ル、ユニットおよびステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、または
それらの組み合わせによって実現されてもよいことを認識することができる。ハードウェ
アとソフトウェアの互換性をより明確に説明するために、上記は概略的に、機能に応じて
、各実施例の構成要素およびステップを説明した。機能がハードウェアまたはソフトウェ
アによって実行されるかどうかは、技術的ソリューションの特定のアプリケーションおよ
び設計制約条件に依存する。当業者は、各特定のアプリケーションのために説明された機
能を実施するために異なる方法を使用することができるが、その実施は、本発明の範囲を
超えていると考えられるべきではない。
【０１７９】
　便利で簡単な説明を目的として、上記のシステム、装置、モジュールおよびユニットの
詳細な作業工程のために、前述の方法の実施形態における対応する処理が参照されてもよ
いことは当業者によって理解されてもよく、かつ、詳細は省略する。
【０１８０】
　本願で提供されるいくつかの実施形態では、開示されるシステム、装置および方法が他
の方法で実施されてもよいことは理解されるべきである。例えば、説明した装置の実施形
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態は、単なる例示である。例えば、モジュールまたはユニット区分は、単なる論理的機能
区分であり、かつ実際の実施において他の区分であってもよい。例えば、複数のユニット
またはモジュールが組み合わされ、または、別のシステムに統合されてもよく、あるいは
いくつかの機能が無視されまたは実行されなくてもよい。さらに、図示されまたは説明さ
れた相互結合若しくは直接結合、または、通信接続は、いくつかのインターフェース、装
置、モジュールまたはユニットを介した間接結合または通信接続であってもよく、かつ、
電気的、機械的または他の接続形態であってもよい。
【０１８１】
　別々の部品として説明されたモジュールまたはユニットは、物理的に別々であってもな
くてもよく、かつ、モジュールまたはユニットとして示された部分は、物理モジュールま
たはユニットであってもなくてもよく、一つの位置に置かれてもよく、または、複数のネ
ットワークモジュールまたはユニットに分散されてもよい。モジュールまたはユニットの
一部または全ては、実施形態の解決策の課題を達成するための実際の必要に応じて選択さ
れてもよい。
【０１８２】
　さらに、本発明の実施形態における機能モジュールまたはユニットは、一つの処理モジ
ュールまたはユニットに統合されてもよく、または、モジュールまたはユニットのそれぞ
れは物理的に単独で存在してもよいし、または、2以上のモジュールまたはユニットは1つ
のモジュールまたはユニットに統合される。統合モジュールまたはユニットは、ハードウ
ェアの形態で実施されてもよく、または、ソフトウェア機能ユニットの形態で実施されて
もよい。
【０１８３】
　統合モジュールまたはユニットが、ソフトウェア機能モジュールまたはユニットの形態
で実施され、販売され、または独立した製品として使用されるとき、統合されたモジュー
ルまたはユニットがコンピュータ可読記憶媒体に格納されてもよい。そのような理解に基
づいて、本質的な本発明の技術的解決策、または従来技術へ貢献する一部、または技術的
解決策の全てまたは一部は、ソフトウェア製品の形態で実施されてもよい。コンピュータ
ソフトウェア製品は、記憶媒体に格納され、かつ、コンピュータデバイス（パーソナルコ
ンピュータ、サーバまたはネットワーク装置であってもよい）に命令するためのいくつか
の命令を含み、本発明の実施形態に説明された方法のステップの全てまたは一部を実行す
る。前述の記憶媒体は、例えばUSBフラッシュドライブ、リムーバブルハードディスク、
読み出し専用メモリ(Read-Only Memory, ROM)、ランダムアクセスメモリ(Random Access 
Memory, RAM)、磁気ディスクまたは光ディスク等のプログラムコードを格納することがで
きる任意の媒体を含む。
【０１８４】
　前述の説明は、本発明の単なる特定の実施形態であるが、本発明の保護範囲を限定する
ことは意図していない。本発明に開示された技術範囲内での当業者によって容易に理解さ
れる任意の修正または置換は、本発明の保護範囲内に含まれるものとする。従って、本発
明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。
【符号の説明】
【０１８５】
１１００　グループサーバ
１１００１　第1受信モジュール
１１００２　集約モジュール
１１００３　第1送信モジュール
１２００　グループメンバーデバイス
１２００１　判定モジュール
１２００２　第2送信モジュール
１５００１　グループメンバーデバイス
１５００２　グループサーバ
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